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膜タンパク質Na+/K+-
ATPase分⼦の新単離法と
多様なオリゴマー構造状態

林 先 ⽣ が 確 ⽴ さ れ た Na+/K+-
ATPaseの精製法によって、現在世
界 で 最 も ⽐ 活 性 の ⾼ い Na+/K+-
ATPase標品の調製が可能になりま
した。本セミナーでは最近開発さ
れた新たな精製法と、これによっ
て分画されるNa+/K+-ATPaseの多
量体構造についてご紹介頂きます。


